
2一丁－2  

特別セッション  

1997年度日本オペレーションズ・リサーチ学会  

秋季研究発表会  

留保価格を考慮したプライシング・モデル  

01404年40 NTTデータ通信（株）＊中川慶一郎 NAKAGAWAKeiichiro  

02401460 東京理科大学  

01106850 東京都立大学  

生田目 崇  NAMAmMETakashi  
木島 正明  KIJIMAMasaaki  

Iま，以下のような確定的効用叫と確率的効用e‘からな  

るものとする．  

坑＝叫＋どi   

ただし，釣をブランド吏の価格とすると叫は，  

叫＝ ‾pi   

亡iは，尺度のパラメータ1／ぁの二重指数分布に従う．   

このとき，留保価格丁所与の下で消費者が購買を決  

定した上でブランド盲を選択する確率mイ丁）は，以下  

の通りである．   

mi（丁）＝ P（坑＝m争X（巧），仇＞丁）  
J  

＝ P（叫＋どi＝m弾（り＋勺），どi＞T一明）  
J   

二重指数分布の性質より次の定理が得られる．   

定理1留保価格を考慮した消費者の選択確率は，  

mi（丁）＝占fQ   

ただし，  

eb叫  

1．はじめに   

価格に対する消費者の反応は市場における競争を規  

定する本質的な問題であり，消費者側から見た価格に  

ついて概念は多数存在する．本稿では留保価格に着日  

し，その下でのプライシング・モデルを捷案する．   

留保価格とは，ある一定の価格を超えた場合に「貫  

い控え」をす皐という受容価格の上限である．本研究  

では，留保価格を考慮することにより，非購買という行  

動も含む購買行動モデルを定式化する．次にこのよう  

な購買行動を伴う市場での価格競争をモデル化し，留  

保価格の変化が各企業の均衡価格，均衡利益に与える  

影響を分析する．  

2．従来研究及び本研究の特徴   

Belletal．【2］は非購買行動をブランドと並ぶ一つの  

選択肢とし，多項ロジット・モデルを適用した．また，  

Choietal・［1】は，この選択行動の下で各企業が競争す  

る際の最適なプライシング及びポジショニング・モデ  

ルを提案した．   

これらのモデルは，いずれかのブランドの効用が非  

購買の効用を上回らない限り購買は発生しないという  

点では妥当である．しかし，非購買という行動がブラ  

ンドと同等に扱われるため，非購買の確率的効用も各  

ブランドと同じ二重指数分布に従うことが仮定される．  

そこで，本研究では以下ような購買行動を行う消費者  

が，購買を決定した上で特定のブランドを選択する確  

率を求める．   

（1）留保価格に対応する非購買の効用を確定値とし，各  

ブランドの効用がこの値より低い場合には購買は  

発生しない．   

（2）いずれかのブランドの効用がこの確定値を上回っ  

た場合，その中で効用が最も高いブランドを選択  

する．  

次に，上記の購買行動の下での価格競争を非協力ゲー  

ムとしてモデル化し，留保価格の変化が各企業のNa血  

均衡における価格，利益に与える影響を考察する．  

3．購買行動モデル   

プランド盲，壷＝1，2，…，乃，に対する消費者の効用仇  

βi＝  
∑た1e叫  

Q（丁）＝1ペ 
ー（∑ニ1eb≠小‾レ  

で与えられる．  

定理1において，5iは通常のロジットモデルにおけ  

るブランドfのマーケット・シェアの形である．また，  

市場規模を1とすれば，Q（丁）はカテゴリ全体の需要量  

と考えられる．したがって，確率的効用に二重指数分  

布を想定した場合には，ブランド盲の選択確率はマー  

ケット・シェアとカテゴリ全体の需要量の積で与えら  

れる．特に丁＝－∞の場合，留保価格を考慮しないの  

で定理1は通常のロジット・モデルの形と一敦する．   

系1丁の密度関数をg（丁）とすれば，購買量叫は  

叫＝βヰー／Q（丁）g（丁）dT〉  
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4．プライシング・モデル   

各企業が一つのブランドを提供しているときの価格  

競争 

と留保価格丁が所与の下での企業iの利益れは  

すなわち，留保価格の低下によりコスト優位なブラン  

ドのシェアは増大する．  

定理2では留保価格の低下に対応して，各企業がよ  

り低く価格を設定しようとすることが示された．定理  

4では，このときコストの低いブランドほどより価格を  

下げることが可能であり，より多くのマーケットシェ  

アが得られるを示している．  

5．数値例   

複占状掛こおいて，Cl＝1，0，C2＝1．4，ゐ＝1．0とお  

いて，数値計算をおこなった．結果は以下のグラフの  

通りである．  

訂i＝Q（丁）βi（pi－Ci）   

ここで，各企業が非協力ゲームを行うとすれば  

（1）  

∂1n訂i  

∂pi   

＝0，盲＝1，‥・，乃  （2）  

が成立するので，これらを解くことにより〃αβん均衡  

におけるブランドiの価格再が得られる．   

一般に市場が成熟する過程において消費者の留保価  

格が変化すると考えられるので，それに伴いⅣα5ん均  

衡における各ブランドの価格が変化する．以下では，留  

保価格の変化が〆，可に与える影響を考察する．いま  

（2）式を丁に関する陰関数とみなすとⅣαβん均衡におけ  

るブランド盲の価格〆，マーケット・シェアβr，利益  

可，カテゴリ全体の需要量¢－卜）は，  

p；（丁）  

β；（p；（丁），…，戒（丁））  

汀；（丁，p；（丁），…，クエ（丁））  

Q■（丁，p；（丁），‥・，戎（丁））  

のように表わされる．   

定理2留保価格が低下するほどⅣαgん均衡におけるブ  

ランド盲の価格〆は低下する．すなわち‘，  

＜い＝1，…，n  

が成立する．   

定理3留保価格が低下するほど〃がん均衡における企  

業盲の利益可は低下する．すなわち，  

＜い＝1，…，n  

が成立する．  

定理2と定理3によれば，留保価格が低下する，す  

なわち丁が増加するとすべてのブランドの価格が低下  

し，利益も減少する．これは，丁の増加によりカテゴ  

リの需要量が減少するので，各企業は価格を下げる方  

向に動くが，この新たな価格設定によっても利益が回  

復できないことを示している．   

コストの優鱒性に関して次の結果が得られる．  

定理4複占状態においてブランド盲のコストが最小，  

すなわちcl＜c2とする．このとき  

＞0，＜0  

図．2．  
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